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三重県北中部及び奈良，京都，滋賀の

３府県の一部地域における

日本顎口虫の分布調査

安藤勝彦・田中英之・大川親久

（昭和63年５月６日受領）
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いてガーゼで濾過した後，遠沈し，沈査を鏡検して虫卵

の有無を確認した。－万供試イタチは県内の剥製業者か

らゆずり受けたもの，交通事故死のもの及び環境庁の許

可を受けて著者らが捕獲したもので，剖検により本虫の

寄生部位である食道部を精査した。

イタチの糞便を調査した地区は合計197であるが，実

際に採取出来たのは144地区てあった。これらの地区で

合計336個の糞便を検査した所，６３個に日本顎口虫虫卵

（図ｌ－Ｂ）が検出され，虫卵35個の計測値は７３．７±

2.9×42.0±３．２匹ｍであった。この虫卵陽性市町村は三

重県上野市，名張市，青山町，伊賀町，阿山町，大山田

村，島ヶ原村，奈良県月ヶ瀬村，京都府南山城村，滋賀

県甲賀町，甲南町，以上11市町村であった（図２）。

供試イタチは全て三重県内で捕獲されたホンドイタチ

ノWsteZasi6iJicaitatsi20頭，チョウセンイタチＭｓ・

ＣＯγeα"α５頭，計25頭で，うちホンドイタチ８頭，チョウ

センイタチ２頭，計10頭（40％）に日本顎口虫の寄生が

みられた。それらの捕獲地及び検査結果（感染頭数/検

査頭数）は上野市（８／９），大山田村（ｌ／ｌ），松阪市

（ｌ／２），津市（０／３），安濃町（０／２），芸濃町（０

／ｌ），河芸町（０／ｌ），嬉野町（０／ｌ），美杉村（０／

ｌ），久居市（０／ｌ），四日市市（０／ｌ），員弁町（０／

ｌ），大安町（０／ｌ），であった。イタチ１頭当たりの寄

生数はｌ～37隻で合計143隻（雄67隻，雌76隻）の成虫が

検出された。成虫寄生イタチにはその食道下部に１．８～

2.5cmの腫瘤があり，その内側には寄生孔が最高15個，

１隻寄生のイタチ（松阪市内捕獲）には腫瘤はなく，食

道壁の一部が肥厚した部位に寄生孔が１個存在した。虫

体は体前半を寄生孔に挿入し，後半を食道腔に遊離させ

て寄生していた（図３）。

わが国における日本顎口虫の分布は図４に示された２２

府県で確認されている（文献は図４参照)。滋賀県は今

回の糞便による調査で甲賀町，甲南町の各々２地区，合

わが国においてイタチの食道に腫瘤を形成して寄生す

る顎口虫は吉田（1926）により大阪付近のイタチから検

出され，有疎顎口虫Ｇ"ａｔ/zosto,7ｚａｓＰ伽geγ皿加Ｏｗｅｎ，

1836として報告されたがYamaguti（1941）は京都付近

のイタチから検出した顎口虫が有疎顎口虫とは異なるこ

とを認め，日本顎口虫Ｇ"ａｔ/Zostomα〃i〃o"ic"m

Yamaguti，1941と命名した。その後各地で調査が行われ

た。しかしながら，環境庁の鳥獣関係統計によるイタチ

の捕獲頭数は1964年全国で80,020頭で，その後毎年減少

して1985年6,222頭となっており，三重県においても同

様の傾向で1986年は30頭であった（三重県緑化推進課調

査)。このように捕獲頭数が年々減少する現状では，イ

タチの剖検lこの糸基づく従来の様な日本顎口虫の分布調

査は以前に比べて困難な状況にある。

我々は1986年三重県上野市内で捕らえたドジョウの生

食による顎口虫症の２症例を経験した。その原因となる

寄生虫を明らかにする目的で，同市内で捕らえたドジョ

ウ3,098匹を調査し，７隻の日本顎口虫第３前期幼虫を

検出した（ＡｎｄｏｅｔａＪ.,1988)。しかしながら，この付近

は成虫の存在が確認されていなかった。

日本顎口虫の自然終宿主は本邦のイタチのみである。

そこで主にイタチの糞便中の虫卵の有無により，又，一

部の地域では捕獲されたイタチの剖検結果も加えて，日

本顎口虫の分布を調査したのでその成績を報告する。

調査は1986年12月～1988年５月にかげて行われ，その

対象地域は三重県松阪市以北の全市町村及び，奈良県

月ヶ瀬村，山添村，御杖村，曽爾村，室生村，京都府南

山城村，笠置町，和束町，滋賀県甲賀町，甲南町，水口

町，士山町，信楽町であった。イタチの糞便（図１－

Ａ）は上記地域内の市で５地区以上，町村では３地区以

上の主に小河川，用水路に沿って採取し，全量を水にと
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Fig.２．MapshowingthedistributionofG"α的oSrowα〃zPPo"ＩＣ皿加attheborder

of4prefectures、Ｔｈｅｓｈａｄｅｄｐｏｒｔｉｏｎｏｆｔｈｅｍａｐｍｅａｎｓｔhelocalitieswhere

G〃jPpo"ic"ｍｅggswerefoundfTomfecesofweasels､Solidcirclemeansthe

localitieswｈｅｒｅａｄｕｌｔＧ．、PPO"iczJmwerefoundfromweasels,Denomi‐

nator：ｎｕｍｂｅｌｏｆｆｅｃｅｓｅｘａｍｉｎｅｄ・Numerator：ｎｕｍｂｅｒｏｆｆｅｃｅｓｗｈｉｃｈ

ｅｇｇｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄ

計４地区から日本顎口虫虫卵が検出され，本虫の新しい

分布県として追加しうると考えられる。

東海地方の日本顎口虫の寄生状況については加藤

（1956）によって木曽川，長良)||，揖斐)||の下流域で調

査されており，その際，三重県においても桑名地域で分

布が確認された。又，津市でもその分布が確認されてい

た（国枝ら，1958）が，今回のこれらの地域での広範な

調査では虫卵は検出されなかった。今回の調査の結果，
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布状況を適格に把握したいと考えている。

イタチの糞便は黒色様で大きいもので長さ５～６cm，

太さは鉛筆より少し細い。通常水辺の石やコンクリート

の上にあるので発見，採取しやすく，イタチの捕獲数の

少ない地域での日本顎口虫の分布調査に有効な手段と考

えられる。
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ItbecomesincreasinglydifficultｔｏｃａｒｒｙｏｕｔｓｕｒｖｅｙｓｏｎｔｈｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆＧ"αrhostomα

"Jppo"lcmminJapanbecausethenumberofweasels,thefinalhostofG〃jppo"ＩＣ"、,areonthedecrease、

Inthepresentstudy，weattemptedtosurveythedistributionmainlybyeggsinfecesofwease1s,ﾉM1sre/α

sｊＭｊｃａｊＺｚｚｒｓｊａｎｄＭｓ・co7eα"α・

Atotalof336fecesofweaselscollectedatl44districtsinMie,Nara,KyotoandShigaPrefectures

duringtheperiodfromDecember，ｌ９８６ｔｏＭａｙ，l988wereexaminedforG〃jPPo"ｉｃ"碗eggsand63

fecesfromllcitiesandtｏｗｎｓｈａｄｔｈｅｍ

Ａｔｏｔａｌｏｆ２５ｓｐｅｃｉｍｅｎｓofweaselscapturedinMiePrefecturewerealsoexaminedａｎｄｌ４３ａｄｕｌｔ

wormsweredetectedfromtheesophaｇｕｓｏｆｌＯｗｅａｓｅｌｓ・

ThisisthefirstrecordofG〃jPpo"zc皿mfromShigaPrefecture．
●
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